
ー平成 27年 (2015年) 11 月 5 日

市議会議員様

都市部長

パブリック・コメント手続における意見募集の実施について

平成 27年 10 月 30 日付けでお知らせしたとおり、下記の案件について、横須賀市市
民パブリック・コメント手続条例に基っき、意見募集を実施いたしますので、資料を送
付します。

記

l  案件名称
横須賀市都市計画マスタープランの改定について

2  意見等の募集期間
11 月 6 日( 金) '-12 月4 日( 金)

3  問い合わせ先
都市部都市計画課羽布津、石井 内線 2531 直通 046ー 822-8133



パブリック・コメント手続〈意見募集〉

横須賀市都市計画マスタープランの改定について

ι 

意見墓隼期間

平成 27年 (2015年)
11 月6 日〈金) "'12月4 日〈金〉

l

，
 
aa 

お問い合わせ先: 横須賀市都市部都市計画課

電話0 4 6 - 8 2 2 - 8 1 3 3 (直通)

横 須賀市



パブリック・コメント手続について

市政の透明化・公正化をすすめ、市民の皆さんが市政ヘ参画レやす
くするために、市の重要な政策の決定に当たって、次の手順で行う一
連の手続をいいます。
(  1  ) 市の基本的な政策央定に当たり、その内容等を事前に公表し
ます。

(2) 公表したちのに対する市民の皆さんからのご意見の提出を受
け{寸けます。

(3) お寄せいただいたこ意見の概要とこ意見に対する市の警え方、
公表した内容等を変更した揚合はその内容を公表します。
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'  



【意見募集にあたって】
「横須賀市都市計画マスターフランJは、平成8年3月に策定しました。その後、

社会経済情勢の変化をふまえ、平成 22年 3月に改訂を行いました。本マスタープラ
ンは、平成 27年度に目標年度を迎えることから、平成 26年度から 2 ヵ年で改定作
業を進めています。
このたびのパブリック・コメント手続は、本市の現況と都市づくりの課題を踏ま

えて検討し改定する「横須賀市都市計画マスタープラン」について、その素案に対
してご意見を伺うものです。

1  横須賀市都市計画マスターフラン( 案) の構成
序章都市計画マスタープランとは
第 1章都市づくりの課題
第 2章都市づくりの目標
第 3章都市づくりの方針
第4 章地区別のまちづくり方針
第 5章推進方策

2 検言す経過
横須賀市都市計画マスターフランの検討にあたって、住民意見を反映させるため、
平成 26年8月から平成 27年 1月までの聞に地区別意見交換会を 14回開催しました。
また、学識経験者、公募市民等で構成する横須賀市都市計画マスタープラン見直
し検討会議( 委員 19名) を設置し、平成 26年 11 月から平成 27年 10 月までの聞に
7回の検討会議を開催しました。
なお、この素案は庁内での検討を経た上で作成しています。



意見の提出方法

1  提出期間平成 27年 (2015年) 11 月6 日( 金) から 12 月4 日( 金) まで

2  あて先都市部都市計画課

3  提出方法
O書式は特に定めておりません。α主所及び氏名を明記してください。なお、市外在住の方の場合は、次の
項目についても明記してください。
(1) ( 市内在勤の場合) 勤務先名・所在地
(2) ( 市内在学の場合) 学校名・所在地
(3) ( 市内に納税義務のある場合) 納税義務があることを証する事項
(4) ( 当該意見募集案件に利害関係を有する場合) 利害関係があることを

証する事項
O 次のいずれかの方法により提出してください。
(1) 直接持ち込み
- 都市部都市計画課( 横須賀市役所分館4 階)
- 市政情報コーナー( 横須賀市役所2号館 1階)
. 各行政センター

(2) 郵送
〒238-8550
横須賀市小川町 11番地
横須賀市役所都市部都市計画課

(3) ファクシミリ
0 4 6 - 8 2 6 - 0 4 2 0  

(4) 電子メール
cip-pc@city. yokosuka kanagawa. jp 

個々のご意見等には直接回答いたしませんので、予めご了承ください。
ご提出いただいたご意見等とこれに対する考え方は、意見募集期間終了
後、とりまとめまして公表いたします。
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- 都市計画マスタープラン改定の概要
本市の都市計画マスタープランは、人口減少・少子高齢化などの社会経朔脊勢の変化を踏まえ、平成 21 年度に
見直しを行いJ コンパクトで、歩いて暮らせる「拠点ネットワーク型都市づくりJ を標携しました。
今回の改定ではこの方向性は踏襲しつつ、今後縮小していく都市においても快適さや活力が生まれるように、
本市の都市魅力を最大限に活用し倉随することで多様な世代の人々にも選ばれる都市づくりを目指します。

。全体構想

人口減少・少子高齢化の進行、大規総延害への備えなどを踏まえ、 5つの課題に整理します。
《都市づくりの目標》
. 現行プランの目標を踏襲し、サブタイトルとして「都市魅力で濯ばれるまち横須賀J を追加します。
《取り組みの基材恰考え方》
「拠点ネットワーク型都市づくり」と「都市魅力の倉腿討を2本の柱として設定します。

《将来人口》
本市の蜘に基づき、平成47年度の人口を約 34万人と設定します。
《都市づくりの方針》
・土糊リ用の方針
①拠点ネットワーク型の都市構造の形成に向けた土地利用の推進( 拠点ネットワーク型都市づくり)
②地域の個性を活かしたきめ細かな土版。用誘導( 都市魅力の倉胞
③ 自然環境の計画的な保全と活用
④ 自然と鰍日した潤いのある土跡リ用への誘導
⑤職白勝の土地採IJ用機宣の実現
⑥多様性のある居住環境の形成
. 環境共生型都市づくりの方針

自然環境の保全の方針からタイトルを変更し、新たに「低炭素型都市づくり」を追加します。
. 都市空間の魅力づくり方針

都市景観の形成方針からタイトルを変更し、新たに地域資源を活かした都市空間の魅力づくりについて
追加します。

. 災害に強い都市づくりの方針
新たなタイトル項目として、被害を最小限に食い止める減災への取り組みなどを記載します。

・住宅地整備の方針
新たなタイトル項目として、空き家問題や住宅却盛備の重点的な取り組みなどを記載します。

。地鴎U構想
①平成26年度に実施した地区別意見交換会による市民意見等を反映します。
② 4地嚇リまちづくり方針を削除し、 12地区別の特性を踏まえた都市魅力側施方針を過日します。

。推進方策
①拠点ネットワーク型都市づくりと都市魅力の倉l随の取り組みについて推進の考え方討論します。
②まちづくり諸制度の柔軟な活用について、糊IJ用途地区などの活用イメージを記載します。
③適切な時期に見直しを実臆することを記載します。



. 都市計画マスタープランの構成
序章都市計画マスタープランとは
1. 都市計画マスタープランとは
2. 改定の必要性
3. 都市計画マスタープランの御j

第1章都市づくりの課題
1. 現況と都市づくりの問題点
(1) 急速な人口減少組会・少子高齢相会のJ . 煉
(2) 大規梅花害への備え
(3) 産業構造の変化による都市活力の蔚昼
(4) 新たな土糊胴への対応
(5) 交通問題への対応
(6) 多様な視点からの自然環境の保全
(7) 本市の自然や歴史を活かした都市魅力の倉i随
2. 都市づくりの課題
(1) 都市活力の維持
(2) 都市魅力の倉随
(3) 暮らしゃすし場携の形成
(4) 安全で安1i J必都市づくり
(5) 市民、企業等の参加による都市づくり

第2章都市づくりの目標
1. 都市づくりの目標
(1) 都市青個マスタープランにおける都市づくり
の目標の位置ゴけ

(2) 都市ゴくりの目標
(3) 将来人口
2. 将来都市構造
(1) 拠点ネットワーク型都市づくり
(2) 骨格的な都市構造
(3) 都市魅力の自由宣
(4) 将来都市構造図

第3章都市ゴくりの方針
1. 土断。用の方針
(1) 土地刷用の基本的な考え方
(2) 土瓶IJ用の類型と配置方針
(3) 重点的生蹴t J 用誘導の方針と整備方策
2. 交通体系整備の方針
(1) 総倒ぬ交通体系整備の基本的な方針
(2) 道路整備の方針
(3) 公共交通の整備方針
(4) その他の交通施設の整備方針
3. 環境共生型都市ゴくりの方針
(1) 市街{ 慨整区域の自然環境につい
(2) 市街化区域の緑地について
(3) 低炭素型都市づくりの方針
4. 都市空間の魅力づくり方針
(1) 横須賀の自然、歴史等の資源を活かした魅力

空間の形成
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(2) 良好な慰留の保全
(3) 地域にふさわしい魅力的な街並み形成
5. 災害に強い都市づくりの方針
(1) 自助・共助・公助による防災対策
(2) 減災への取り組み
(3) 災害に強い都市基盤の整備
6. 住宅地整備の方針
(1) 多様な都市機能の中での利便性の高い住宅地
整備

(2) 市街地の特性を活かした住宅地整備
(3) 住宅地整備の重点的な取り組み
7. その他の都市づくりの方針
(1) 公園・緑地
(2) 上水道
(3) 下水道
(4) 河川
(5) その他の施設等

第4章地区別のまちづくり方針
1. 追浜地区のまちづくり方針
2. 田浦地区のまちづくり方針
3. 逸見地区のまちづくり方針
4. 本庁地区のまちづくり方針
5. 衣笠地区のまちづくり方針
6. 大津地区のまちづくり方針
7. 浦賀地区のまちづくり方針
8. 久里浜地区のまちづくり方針
9. 北下浦地区のまちづくり方針
10. 大楠地区のまちづくり方針
11 . 武山地区のまちづくり方針
12. 長井地区のまちづくり方針
第5章推進方策
1. 拠点ネットワーク型都市づくりの推進
(1) 本市が目指す拠点ネットワーク型都市構造

のイメージ
(2) 公共交通への備え
(3) 効果的な公共施設整備の推進
(4) 民間施設の適切な誘導
2. 魅力愈踏の取り組み
(1) 多様な参加主体によるまちづくり
(2) 地区の魅力を活かしたまちづくりの推進
3. まちづくり諸制度等の柔軟な活用
(1) まちづくり諸制度等の活用イメージ
(2) 綴曜の地区計画制度の活用イメージ
(3) 特別用途地区の活用イメージ.
4. 都市計画マスタープランの適切な見直し



第1章都市づくりの課題
限行】 【改定】
現況の問題点 現況と都市づくりの問題点
(1) 人口減少と少子高齢化の進行 (1) 急速な人口減少祖会・少子高齢相会の到来
(2) 土地5利用 (2) 大規模災害への備え
(3) 自然環境・景観形成 (3) 産業構造の変化による都市活力の蔚邑
(4) 克直ネットワーク (4) 新たな士服IJ用への対応
(5) 産業活動 (5) 交通問題への対応

(6) 多様な視長からの自然環境の保全
(7) 本市の歴史や自然を活かした都市魅力の倉随

都市づくりの課題 都市づくりの課題
(1) 動点ネットワーク型の都市づくり (1) 都市活力の維持
(2) 総合的な交通網づくり (2) 都市魅力の倉随
(3) 環境共生の都市づくり (3) 暮らしやすい環境の形成
(4) にぎわいの都市づくり (4) 安全で安心な都市づくり
(5) 市民圭体の都市づくり (5) 市民、企業等の参加による都市づくり

第2章都市づくりの目標
. 人口減少、少子高齢相会の更なる進展を見据え、現行プランにおける都市づくりの目標『豊かな暮らしと、
いきいきした交流をはぐく主婦市』を継承します。

. 今後とも、活力ある横須賀を実現するためには、「交流人口J を促進し、横須賀の海や山の豊かな自然環境、
新鮮で安全な食材、日本の近代をつくってきた歴史など、横須賀のもつ魅力を地域資源として活かすことで、
訪れる場、暮らす場として選ばれるような取り組みが重要であるため、都市づくりの目標に、「都市魅力で選
ばれるまち横須賀j のサブタイトルを追加します。

・都市づくりの目標と取り組みの基本的な考え方
ー---_---

f豊かな暮らしと、いきいきした充涜をはぐくむ都市j
~ 都市魅力で選ばれるまち横須賀~

都市魅力の愈踏
C湘点ネットワーク型都市の構造 0 子育てがしやすいまちをつくる
C測点の配置と連携 0 シニア幽効tいきいきと暮らすまちをつくる
C浅沼の骨格 0 いろいろな住まい方カ? できるまちをつくる
0 都市環境の骨格 0 いろいろな交流をはぐくむまちをつくる

0 地域力を活かした活力をはぐくむまちをつくる



。将来推計人口と世帯数 仏)
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( 横須賀市都市政策初移tJfrによる推計)
. 都市政策研究所の将来推計人口を基に平成47年度 (2036年3 月) 人口を約34万人と設定し、都市魅力の創造
や都市づくりの様々な施嫌により、急激な人口減少を抑制する方向性を示します。

. 拠点ネットワーク型都市づくりのイメージ

; 拠点ネッ トワーク型都市づくりを目指す i  

無秩序な市街化を抑制し、拠点市街地 i
や周辺市制 に集約化を図る ;  
髭陥董E則司辺等を中心に都市機能を集約 j

/ 鍔議皇室 . 輸臨や公共施網により拠点市街地;
.  と周辺市街地α酪各を強化 ;  
1  • 人口 ・世帯数が減少し、都市基盤が未 j
j  劉荷な市各社也では長期的に協縮退を検;

拠点市街地 周辺市街地 郊外開地 j j  

0 今後、国の都市づくりの茄擦などを踏まえ、都市全体の構造を見渡しながら、住宅、医療、樹:rt、商業、
そO)f也の尉主に関連する機能の誘導と、それとi劃持した公共克直網の整備を進めることにより、J処tzネッ
トワーク型都市づくりを推進していきます。

4  



- 将来都市構造図
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第3章都市づくりの方針

・土地訴IJ閣の方針
土地採I j 用の方針における、その基本的な考え方については「地獄側面性を活かしたきめ細かな土地坪l朋誘導」、
「拠点ネットワーク型の都市構造の形成に向併d 湖周の推進j を大きな柱として、設定します。

C灘点ネットワーク型の都市構造の形成に向けた卦断リ用の推進悦点ネットワーク型都市づくり)
高齢者や子育て世代が安心して健康で闘車に暮らせる生活環境の実現と、財政面・経済面切端克可能
な都市経営の実現を目指して、医療・福祉・商業・公共施設等の都市機能の集約化を図る市街地と、
一定の人口密度を維持し健全な地域コミュニティを形成するために居住を誘導する市街地の形成に向
けた土地採リ用を推進
拠点市御郎、拠点商業業務地や複合市街地の高密度市御血
周辺市街地は都市基拙織や錦繍掘妨準備された中密度市街地及別館度市街地
郊外市街地は一定の都市基盤施設が整備されているが更なる低密度化を図る市街地
獄間市鰍胸中で、人口・世滞務的事妙している基盤脂粉末盤防刷ぎては市側肱縮退も櫛サ

公共交通の利便性の更なる向上による周辺市街地と拠点市街地、拠点市街地問のネットワーク強化

αω場の個性を活かしたきめ細かな土地利用誘導( 都市魅力の倉耀訪
横須賀市固有の自然、歴史、文化、産業等を活かし新た沿価値( 都市魅力) を生み出すきめ細かな土
地採11.用の誘導

0 自然環境の計画的な保全と活用
丘陵のみどり、海岸等の良好な自然環境の計画的保全
暮らしと交流をはくくむ都市環境としての活用

0 自然と調和した潤いのある土地利用への誘導
身近にある豊かな自然環境とふれあえる、澗いのある土地採IJ用への誘導と環境整備
人口減少祖会のjJ来を踏まえて、苅桝市街地の緩やかな縮退の誘導
谷戸地域などの緩やかな縮退に伴う自然環境との調和や低密度化によるゆとりある居住環境への
誘導

C鴻住近接の土地利用構造の実現
地域に応じた産業と居住の適正配置による、多様な土地利用構造の実現
産業機能の強化など都市活力の向上に資する土地刷用の推進

0 多様性のある厨主環境の形成
利便性の高い居住の場、リゾート環境を活かした居住の場、閑静な環境の尉主の場、農地やみどり
に親しむ尉主の場など、地蝋寺性を活かした多様性のある居住環境の形成

• 
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- 土地利用方針図
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- 交通体系整備の方針
※主な変更点
・公共克直の利便性向上、環境負荷の低減について記述を追加
.スマートインターチェンジ、の樹脂について記載

交通体系整備の方針の構成
( 1 ) 総合的なあ車体系整備の基本的な方針
①首都圏構造に対応した広域幹総蓋路網の形成
②都市の骨組みをつくる幹線道路網の配置形成
③安全でw防車なコミュニティ内の道路の整備
④公共3 Oiliの利便性の向上
⑤奇跡上節点の機能の強化
⑥環境負荷の低減を促進する都市郊直の実現
⑦ユニバーサルデザインに配慮した道路空間の整備

(2) 道路整備の方針
①幹線道路ネットワークの形成
②幹線道路の整備
③開発整備と連!W)Jし、地域の生活利便性と防災性を向上する、 その他の幹線道路
④健康増進 ・観光レクリエーション機能をもった幹事鑓路等
⑤幹術革路等の適切な維持・管理

(3) 公共克直の整備方針
①鋭萱克直の強化
②パス克直等の3創じ
③ 西地域の公共交通の利便性の向上

(4) その他のあ直施設の整備方針
①歩行者ネッ トワーク
② 自転車
③駐車場等
④港湾

日 自動軍専用蹴
(1軍備満〉

日 自I1JOI曹蝿路
(来撞健〕

日 主酎制筒
く霊偏済〉

回 自由車専描路
〈禍m路銀) 日 盟問踊

【宋g 髄}
回 インターチ工ンジ 「寸毛主主空EF(盤胤潟}

匡ヨ踊・駅

- 幹線道路の整備方針図

日開蹴{盤備涜〉

口脚さ問団、
併銀直結

!llJ;(的

見........李ても爽ふし L  (J 



- 環境共生型都市づくりの方針
※主な変更点
・従来の「自然環境の保全の方針J を I環境共生型都市づくりの方針」に変更
・「低炭素型都市ゴくりの方針」を追加

環境共生型都市づくりの方針の構成
(1) 市街化調整区域の自然環境について
①中央丘陵の緑地の保全《保全総也・大規模公園緑地鱗
②中央丘陵に連なる緑地の保全《その他自然緑地)
③特色ある自然海岸と後背丘陵緑地の保全
④農業環境の保全・活用
⑤水域の環境の保全・整備

(2) 市街化区域の緑地について
①谷戸地域の斜面緑地の保全
②既存住宅団地周辺の緑地の保全
③きめ細かな緑化の推進

(3) 低炭素型都市づくりの方針
①拠点ネットワーク型都市づくりと環境負荷の低減
②再生可能エネルギーの導入・省エネルギーの推進
③循環型都市の形成
④都市のみどりづくりの推進

. 都市空間の魅力づくり方針
※主な変更点
・「都市景観の形成の方針j を「都市空調の魅力づくり方針j に変更
・景観に加え、都市空間の魅力づくりについて記載を過日

都市空間の魅力づくりの方針の構成
(1) 犠須賀の自然、歴史等の資源を活かした魅力空間の形成
①魅力のある都市景観の形成
②都市の顔としての魅力あるウォーターフロントの形成
③近代日本の発祥の地の歴史を活かした交流空間の整備
④北下浦海岸・西海岸での海を楽しむリゾート空間の整備
⑤山林、里山的環境、農地の保全活用
⑥河川の保全

(2) 良好な慰留の保全
(3) 地域にふさわしい魅力的な街並み形成

- 災害に強い都市づくりの方針
※主な変更点
・東日本大筋廷を踏まえ、「災害に強い都市づくりの方針J を追加

災害に強い都市づくりの方針の構成
(1) 自助・共助・公助による防災対策
①自助の取り組み、②共助の取り組み、③公助の取り組み

(2) 減災への取り組み
①水害防止、②高潮や津波による災害の防止、③地震被害の拡対妨止、
④災害時の安全性の向上、⑤災害に強い谷戸地域のまちづくり、
⑥災害復興のまちづくり、⑦平時における広報活動

(3) 災害に強い都市基盤の整備
①ライフラインの強イじ②樟波対策等

10 



. 住宅地整備の方針
※主な変更点
・空き家問題などに対応するため、「住宅地整備の方針J を追加

住宅地劉請の方針の構成
(1) 多様な都市機能の中での利便性の高い償請盤備
①都市拠点、糊拠長
②地域の商庖街、幹線道路沿道地区
③臨締E・平作川沿いの工業地及び周辺地区

(2) 市街地の特性を活かした住宅地盤繍
①開発・造成された住宅団地
②木造住宅の密集地区
③谷戸地域の住宅地
④西地域等の別荘などの立地する海岸沿いの住宅地
⑤新市街地の開発

(3) 住宅地整備の亘梢句な取り組み
①ファミリ一世帯への亘梢句な対応
②超高齢社会における住宅市街地整備
③空き家の有効活用
④公民連携による市営住宅の有効活用
⑤居住を誘導する区域等の検討

. その他の都市づくりの方針
※主な変克長
・「主要課鰯リの都市づくりの方針J は「その他の都市づくりの方針」とし、項目を整理

その他の都市づくりの方針の構成
(1) 公園・総也
①身近な場所での公園・緑地
②健康・スポーツの拠長となる公園・緑地
③都市のシンボルとなる公園・緑地
④総合的なみどりの環境づくり

(2) 上水道
(3) 下水道
(4) 河川
(5) その他の施設等
①その他の都市施設
②儲止のまちづくり
③安全で安心なまちづくり

11 



第4章地区別のまちづくり方針
概況

追 I [:地区の特徴】
浜 | 海岸部の埋め立てによる海軍航空隊鮒す場の
地| 跡地が自動車・造船を中心とする産業用地とな
区| り、本市の中心的な産業ゾーンを形成している。

E  追浜駅前から産業ゾーンに至る商庖街が形成
されて、住宅団地の開発も進んでいる。一時期
は人口減少の地区であったが1野手は若い世代の
人口増加が生じている。

田| 【地区の特徴】
浦 | 長浦湾沿岸に立地した海軍工廠などが戦後は
地| 民間企業に払い下げられ工場と商底・飲創苫
区| 的事怠線と溺寄の聞に鎖責して賑わいのあるま

地区の西側は逗子市・葉山町につながる谷戸
と丘陵であり、丘陵の一部では住宅開発も行わ
れている。

逸 | 【地区の特徴】
見 | 丘陵が海に迫る地形で平坦地の少ない市街地
地| であり、早くから斜面地での岱母由が形成され
区| てきた。 i昨は安針台、ウエルシティ、逸見が
. 丘等での一回の住宅開発も行われ、高齢化率は
市平均を下回っている。
離れた谷戸を結ぶ防災トンネル等による地区
内のネットワークも図られている。

本 | 【地区の特徴】
庁 | 戦前から本市の中心商業地として形成された
地| 横須賀中央駅周辺や、新たに形成された汐入駅
区| 周辺や平馴一帯は、本市の都市拠点として多
目様な機能が算殺し、歴史・文化を伝える資源も
多い。

衣 | 【地区の特徴】
笠 | 三浦半島の中央に位置し、大楠山につながる
地| 丘陵地が地区の多くを占め、平坦地は朝開! 沿
区| いの一部である。衣笠駅周辺に商業地が形成さ
目れ丘陵地では住宅団地の開発が進められてき
た 。，
本庁地区に次いで人口が多い地区であり、高
齢化率は樹3全市平均と同様である。

大 I (:地区の特徴】
津 | 古代の歴史を伝える走水神社や丘陵地の古
地| 墳、幕末から開国にまつわる歴史などが残され
区| ている地区である。
目 昭和40年俄勝、海岸部での埋め立てや丘陵
地での開発により、新しい住宅地が形成された
カ丈うらが道などの旧街道沿いや斜面地などで
は古くからのまちカ彬成されている。

まちづくりの目標
「住まいと職場の魅
力を高めるまちづく
りJ

「交通を整え谷戸の
自然と調和し安心し
て暮らすことのでき
るまちづくりj

「海と丘陵を結び谷
戸の生活環境を改善
するまちづくりJ

「海にひらかれた横
須賀の都市文化の発
信拠点を形成するま
ちづくりJ

「みどりと歴史を活
かし新たな生活文化
をはぐくむまちづく
りJ

「良好な住環境を保
全・形成しつつ広域
あ置の要となるまち
づくりJ

土地利用の方針
[土地坪リ用の骨格形成】
1 . 鷹取山から塚山に至る丘陵上部は、都市のみどりの
骨格を形成する緑地ゾーンとする。
2. 追浜駅周辺地区は、多様な都市機能の集積を図る拠
点市街地とする。
3. 夏島や浦釘必どの工業地は、多様な産業機能の集積
強化を図る産業拠長とする。

【土麟胴の骨格形成】
1 . 鷹取山から塚山公園に至る丘陵上部は、都市のみど
りの骨格を形成する緑地ゾーンとする。
2. 瓦急田浦駅から晶耀町交主張周辺地区は、多様な都
市機能の集積を図る拠点市街地とする。
3. 糊包環境と調和し、利便性向上や防災性の向上など
谷戸地域の環境改善に繋がる優良な開発については、
適切な誘導を図る。
4. 谷戸地域は、それそれの特性に応じた土地利用を誘
導する。
{ 封切聞の骨格形成】
1 . 塚山公園周辺のE 陵地の緑地は、田浦梅の里や阿部
倉・大楠山に連なる都市の骨格を形成する緑地ゾーン
とする。
2. 横須賀駅周辺は、- 汐入駅周辺から横須賀中央駅周辺
につながる本市の都市拠点として、多様な都市機能の“
集積を図る。
3. 谷戸地域は、それぞれの特性に応じた土地利用を誘
導する

住地採リ用の骨格形成】
1. 横須賀駅周辺から汐入駅周辺・横須賀中央駅周辺・
平成町にかけての地区は、高次都市機告の集積する本
市の都市拠点とする。，
2. 京急線以南等の丘陵部の市街地は、低密度の佐芭地
とした土地利用を進める。
3. 幹線道路沿道等に形成されえ市街地は、地区の日常
生活の利便性を支える庖舗と住宅が併存する複合市街
地とする。

【土地採リ用の骨格形成】
1. 衣笠山公園、衣笠城跡から大楠山に連なる一団の樹
林地は、都市のみどりの骨格を形成する緑地ゾーンと
する。
2. 衣笠駅周辺地区は、多様な都市機能の集積を図る拠
点市街地とする。
3. 丘陵上部に開発された住宅団地は、低密度の住宅地
とし、谷戸地域は、それ引1の特性に応じた土地利用
を誘導する。

仕糊胴の骨格形成】
1 . 走水周辺の自然海岸と周辺の樹林地は、県立観音崎
公園に連なるみどりのゾーンとする。
2. 北久里浜駅周辺は、多様な都市機能の集積を図る拠
点市街地とする。
3. 海岸部や丘陵上部で開発された住宅団地は、低密度
側主宅地とする。
4. 瓦急沿線の谷戸地域は、それぞれの特性に応じた土
地利用を誘導する。

、'/



交通網整備の方針 都市魅力の創造方針
t  

18.8大直網津長の沢骨線格か形成ら浦】賀インターチェンジを経て横浜横 【日本の近代発祥の地】、 . 1 . 浦賀湾を挟んだ歴史的な資源について、周遊ルートの環境整備を
須賀道路により、広域とのネットワークを形成する。 進める。

fts 2線.等大津によ長沢り線、1、浦賀野比線、観音崎環状線、馬堀鴨居 2. 浦賀ドック跡地一帯は、再整備による新たな観光・交流機能の導
、都市内でのネットワークを形成する。 入を検討する。

t韓 3. 二菜、鴨居などの住宅団地は、良好な住環境を活かした活力づく
りを進める。
4. 浦賀湾周辺は、親水性の高い水辺空間や歴史・文化を感じる個性
ある景観の形成を進める。

殴sa網の骨格形成】 1【総.瓦毒急機久能里を浜活か駅周した辺交地流区、・産業拠点強化】1 . 佐原インターチェンジから横浜横須賀道路により、 くりはま花の国ゾーン、久里浜湾周辺地
広域とのネットワークを形成する。
2. 久里浜田浦線、根岸久里浜線、安浦下浦線、大津長
沢線、浦賀野比線により、都市内でのネットワークを
形成する。
3. J R久里浜駅及び瓦急久里浜駅周辺を拠点として、
公共交通のネットワークを形成する。

1【交.大通網津長の沢骨格線形、安成滞】下鴻線により、広域とのネットワ
21[ス海"温タ北をイ下暖間ル滞近な気に海に候応感岸はじとじた、良る暮海好リなゾらやー海山しのの辺ト環場豊景のか観境魅なをと住力保自づ全然ま轟くいし醸】、り海をを進活をめか身る近し.、に感様々じなライフ

2ー.ク大主を事形長成沢す線る、.安滞下漏線、ー野出クを回形撤成す、浦る.賀野此線 る環境整
により、都市内でのネットワ 備を進める。
3，. Y R P野比駅を拠長として、公共交通のネットワー 3. 粟田などの住宅団地は、良好な住環境を活かした活力づくりを進
クを形成する。 める。

4. 観光農業等による交流の場づくりや都市型農業の振興を図る。

1【交.湘通網南国の骨勝格仙形科成台】線、 林秋谷線( 国道 134号) 及び
坂本芦名線からスマートインターチェンジにより、広

2域号ー.国クと佳道のを子ネ形13葉成ッ4号山すト、横ワる佐ー.須島賀ク環線を状)形線成に、すよ湘るり南.、国都際市村内にで至のるネ県ッ道ト2ワ17 

な海辺の景観として保全・整備する。
佼通網の骨格形成】 【みどりに固まれRたT地快適区なと湘暮南ら国し勝の場す】と2与
1よ.三医り随、浦広縦13域貫4道号との路、ネ横、湘須ッ南賀ト国三ワー際崎ク線村を、山形野科成台出線す国、る槻.国道によ13り4号に

1. Y - H E A  の機能連携により、国際性の

り 2. 、都
423空.いt 間材里Yと疫魅を-山活主力H的用の事E舗韓あAしもたるにRら散都親ーT犠策地市し路景塚区むの観か場周環の辺づら太境形助〈成整田り、和備をやけ市図つをで進街つはる.め、地じる拠のに丘。身長市近を街巡な樹地る散林に榔策地路のSや保し、い全水賑活辺わ用

市内でのネットワークを形成する。

を図る。
殴沼網の骨格形成】

[海と大をレ図地イのユり、豊の西か丘、海さ岸荒を路実の魅感公力で園をき、連長る続井ま議さち機せ]周るネ辺ッを観トワ光ー交ク涜づ拠く点「 1 .国道 134号により広域とのネットワークを形成する。 1.ソ として魅
2. 長井海の手公園通りと、これにつながる地区内のパ 力化 りを進め

レ ス通りにより、都市内でのネットワークを形成する。ー .  
百‘



交通網整備の方針
殴酒網の骨格形成】
1 .国道 16号及剖重道357号の都市計画決定区間の早期
整備と南下延伸の構想ルートにより、広域とのネット
ワークを形成する。
2. 追浜夏島線、. 船越夏島線、国道 16号により、都市内
でのネットワークを形成する。
3. 追浜駅周辺をぬ点としで公共あ置のネットワークを
形成する。'

防車網の骨格形成1
1 . 国道 16号、横須賀逗子線から逗子インターチェンジ
を経て横浜横須賀道路により、広域とのネットワーク
を形成する。
2. 国道 16号、船漣夏島線、久里浜田浦線により、都市
内でのネットワークを形成する。

践活網の骨格形成】
1. 国道 16号、本町山中線を経て横浜横須賀道路により、
広域とのネットワークを形成する。
2. 国道 16号、市内環状線、根岸東逸見線により、都市
内でのネットワークを形成する。
3. 横須賀駅を拠点として、公共交通のネットワークを
形成する。

殴sa網の骨格形成】
1. 国道 16号、本町山中線を経て横浜横須賀道路、国道
357号南下延伸構想ルートにより、広域のネットワーク
を形成する。
2. 国道 16号、市内環状線、坂本芦名線、横須賀三崎線、
安浦下浦線、根岸東逸見線、小川三春線等により、都
市内でのネットワークを形成する。
3. 横須賀駅周辺、汐入駅周辺、横須賀中央駅周辺を拠
点として、公共交通のネットワークを形成する。

殴sa網の骨格形成}
1. 横浜横須賀道路の衣笠インターチェンジとスマート
インターチェンジにより、広域とのネットワークを形
成する。
2. 久里浜田浦線、根岸東逸見線、横須賀三崎線、坂本
芦名線等により、都市内でのネットワークを形成する。
3. 衣笠駅をぬ長とした公共気重のネットワークを形成
する。

B芯直網の骨格形成}
1. 横浜横須賀道路の馬堀海岸インターチェンジと浦賀
インターチェンジにより、広域とのネットワークを形
成する。
2. 国道 16号、釘宮下浦線、根岸久里浜線、大津長沢線
等により、都市内でのネットワークを形成する。
3. 北久里浜駅を拠長として公共知直のネットワークを
形成する。

都市魅力の創造方針
【傾捌廿活気のあるまち】
1. 商庖街や歴史遺産など、地区の魅力拠去を回避するルートの環境
を整備する。
2. 追浜駅周辺は、拠点市街地にふさわしい賑わいと魅力のある都市
景観を形成する。
3. 谷戸地域は、斜面緑地の景観の保全や散策ルートの環境を整備す
る。
4. 海に親しむ場として、散策ルートの環境整備や干潟の整備を進め
る。
【谷戸の勧発信}
1. 海の聞埋や倉庫群など、地区の魅力資源を巡るネットワークを形
成する。
2. 特徴ある海の風景などを魅力拠宗としていく。
3. 瓦急田浦駅から鵬際鵠周辺地区は、賑わいと魅力のある都市
景観を形成する。
4. 谷戸地域は、斜面緑地の特徴ある景観の保全や散策ルートの環境
を整備する。

【谷戸と海と歴史の魅力の矧言】
1 . 塚山公園周辺におけるハイキングルートの環境を整備する。
2. ウェル、ンティ周辺は、拠点として商業・健康などの機能を集積す
る。
3. 横須賀インタ一周辺地区は、流通業務機能を中心とした土地利用
を推進する。
4. ヴェルニ一公園は、海辺景観を活かした潤いのある公園として利
便性の向上を図る。
5. 谷戸地域は斜面緑地の特徴ある景観の保全や散策ルートの環境
を整備する。
f独特な要素をプラスに転換して中心市街地の賑わいを演出】
【1万m プロムナード( うみかぜの路) による海と街の魅力をつなく1
1. 魅力資源を活かした都市型観光の拠点ゾーンを形成する。
2. 都市拠4主である横須賀中央駅周辺で、再開発等に合わせた住宅・
宿泊などの機能を強化する。
3. 横須賀中央駅周辺で、中心市街地における個性ある魅力的な都市
景観を形成する。
4. 谷戸地域は、斜面緑地の特徴ある景観の保全や散策ルートの環境
を整備する。

[ 鎌倉幕府の礎を築いた三浦一族の歴史を伝える】
1. 衣笠山公園や三浦一族ゆかりの寺院を巡る散策路などの環境整備
を進める。
2. 衣笠駅前からのアーケード商底街は、島世や交流拠点としての商
業地づくりを進める。
3. 衣笠山公園は、桜の名所として環境を整備する。
4. Y - H E A R T地区は、健康スポーツ拠点として交流機能の導入
を図る。
5. 谷戸地域は、斜面緑地の特徴ある景観の保全や散策ルートの環境
を整償する。
【海が見える市街地をアピール】
1 . うみかぜの路により、様々な海の魅力を感じる魅力拠点のネット
ワークの環境整備を進める。
2. 北久里浜駅周辺の商庖御ま、鈴tや交流拠点としての商業地づく
りを進める。
3. 馬堀海岸などの住宅団地は、良好な住環境を活かした地区の活力
づくりを進める。
4. 谷戸地域は、斜面緑地の特徴ある景観の保全や散策Jレートの環境
を整備する。

12 



概況 まちづくりの目標 土地利用の方針

I  事地 【地区の特徴】 「地区の歴史と文化
1民西.浦地浦採賀賀IJ半用6丁の島風目骨一致格帯形地及成区び】及吉E牒井立1丁観音目一臨帯調の樹の林樹地林凶地海浦運賀の要湾衝は東と京し湾て栄の湾え、口部に位置し、 中世から 心るを活ましてかち住づしてみく快続り適Jけにら安れ江戸時代に浦賀奉行所

|区 が置付1た。 の.骨浦格賀駅を形周成辺すはる、みどりとする。平坦地は少なく、丘陵カ鴇に追っている。か 2  地区の拠張市街地として、多様;
用つて計画の浦カ検賀湖討さ白所れては2003年に閉鎖され、跡地利 市機能の集積を図る。

いる。丘陵部では早くから 3. 浦賀ドック跡地は、商業、業務、文化、交流等t
住宅団地の開発が進み、現在は世帯の高齢化が 能を中心とする再整備を検討する。
進んでいる

久 【地平作区川の特治徴い】の平坦地とこれを囲む丘陵の地形 「地区の歴史と活力 【土地刷用久の村骨格の一形成団の】丘陵地や
遊まを活ちの交かづ涜くしてをり臓』は・住・

1.佐原、 くりはま花の国 G
であり、丘陵部では住宅開発が進んだ祇一部 ぐくむ 浜緑地は、都市のみどりの骨格を形成する緑地1
にまとまった樹林地が残されている。

2.ン久とす里浜る。工業団地及び久里浜テクノパーク一帯は、区 瓦急久里浜駅周辺にはアーケード商底街と大
型底舗が集積し、生活に便利な地区であり、近 業拠長とする。
年も集合住宅開発が行われている。 3機.能J 辺は、 多様なj

浦地北下
【地区の特徴】 f自然の広がりの中 位搬リ用の骨格形成】

のら三れ砂様浦るで.市丘あに続陵った部く海がお.岸お線近1J市年の呼は樹轍砂林でのと、畑流か出地つのにて影よ響噛る由自主然浅み
- でゆとりある生活環

21 .. る図a緑Yる地地Rb周ゾ区Pー野辺のの比拠ン樹駅と点林す周市辺街る地地は.地、区と都はす市る多.の様みなど都りの市機骨格能をの蹴期境を築くまちづく
りJ

区 豊Pかのな開風発農がが行広われが、って情報い産る一業等方、の集丘績陵部がで進んYでR  

43.等.のる薄保Yのと久R複全と合井Pもと機地育にの戒農区、飴都は地のを、拠市図と情農活点る報づ業.力遜集のく信向落り産上のを業進に区資樹めを中する立心.、る交良lc涜好機な能・農生集活積期3  司いる。

大楠地 部と【地大美か嫡区しらのない山風特るに徴連、景]なを自然背る景樹の林に豊多か地な犠と相地な住模区で湾ま、にい温主歯的暖す吋なる気海き候岸る
「か安量動ならむ暮ぎを自ら与然しがえと人穏る々まやにち

区 づくりj
地区である。
本庁方面とはパス・乗用車などの自動車交通
でネットワークしている。

図る。

武山 【地衣笠区の方特面徴と相〕模湾岸を結凋弱讃三崎線を主 「自然の中の快適な
暮らしをはぐくむま

地 軸とし13て4号形成とのさ交れて差点きたで地あ区であり、市街地は ちづくりJ
区 国道 る林周辺から横須賀

三崎線沿いに広がっている。
当海る岸。部は自衛隊の基地や学検注どが立地して
し。

長井地 鳴のビ活暮業力ら・農せを業高るめまと暮らしる[地相畑区模地の湾に特点に制在面ししたtd漁鮒村塑型のの集集落落と、 広がりのあ ち、安づ全く 1  .. る位住相認建模湾ゾゾ岸ーー沿ンンいは、 議港施設に加えて信者Eを中心d畑地 を基にして形成 とする。
区 された地区である。 りJ 2  住宅 iと接する高台は、畑や農家住宅を中Il

海岸部は自然の良港に恵まれ、古くから海運 .す住る農宅業ゾーゾーンのンとする。の犯宗として栄えた。 3  中を走るパス通りの沿道は、日常当
苅崎の海岸は荒々しいリアス海岸の景勝地で の利便性を高める各衝苫舗等の集積するゾーンとす
ある。 る。

.  
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第 5章 推進方策
. 進捗管理及び適切な見直しに対応するため、 「推進方策J の章を追加し、 f1 . 拠点ネットワーク型都市づくり
の推進」、 f2. 魅力創造の取り組み」、 f 4 . 都市計画マスタープラ
ンの適切な見直し」の4項目について記載しました。

. 魅力創造の取り組みについて、都子|司極力をまちづくりに活かしていく視点で記載しました。

. 推進方策の構成
1 . 拠点ネットワーク型都市づくりの推進
( 1 ) 本市が目指す拠点ネットワーク型都市胤藍のイメージ
(2) 公共克直の再編への備え
(3) 効果的な公共施設整備の有地
(4) 民間方儲交の適切な誘導
2. 魅力創造の取り組み
( 1 ) 多様な参加主体によるまちづくり
(2) 地区の魅力を活かしたまちづくりの推進
3. まちづくり諸制度等の柔軟な活用
( 1 ) まちづくり諸制度等の活用イメージ
(2) 繍 n型の地区計画制度の活用イメージ
(3) 特別用途地区の活用イメージ
4. 都市計画マスタープランの適切な見直し

. コンパク トな都市づくりのイメージ

郊外市街地

将来の縮退に
備えるゾーン

・みどり豊かな環境
の保全・形成

幹線道銘

将来の縮退に
備えるゾーン

14  

拠点市街地
・商業、業務、医療、福祉、文化、
交流、居住等の機能の集積
強化
・周辺市街地との便利な交通
ネットワークの形成

鉄道や幹線道路による便利な
公共交通ネットワークの形成



@ 多様な参加主体によるまちづくり

様々なまちづくりの推進をエリ
アマネジメントにより実行
l A地区まちづくりι漢践 ;  
! B地区まちづくりの実践 ;  

. まちづくり諸制度等の柔軟な活用

都市計画マスタープ
ランを踏まえた都市
の活性化や魅力創出
に寄与するまちづく
り計画

0 まちづくり諸制度の柔軟お軍用によるまちづくりの
;縫
・立出直正化計画による開発誘導
.市1着地再開発事業α桂進
-緩和型の地区計画の活用
. 特別用趨也区の活用
- 市両信陸整区域の土I也利用誘導
0匡底鞠2幹部四到こ基づく繍信縛

- まちづくり諸制度の活用イメージ

地lIR.イメージ 将荊象イメージ 主なまちづくり手法等

者間瑚E帯、 I也l弱処 商業業獣医療、留止、刻じま8五居住教施自 -甥! 回避欝軍勘定華麗点 市樹首阪漂講を高めていく -南部也再開発事業争放羽信事業主迫害専

商百蓄の罰金化 !苫航喝尋若pJT(刀算事責を紺寺い旭玄江沼白舌手山田空を 個曹自立居舗常事若所で京周することをル
聞呆u !尉ヨパを謹!出し力パく 一JLIIじO自主計直腸

道路の狭い密集 1丸漣霊密出J ¥て呪漣替沼割乙壁画誕屋をして、道路 - 建鋼板〕堕苗鎚や、溜飴私費者国防濡手口υ三市節也 と→根町!こなった歩週犬江志調萄邸宅していく などをJ!.r-J[;化 (地三重世話!i)
みどりの多い住 みどり豊か研主罰莞を保全していく -勇知世こ対すξみどり江濯蛤をルーJLIIじO也
毛主也 匿世監!i)

- 龍馬十面窃Ijl;! i菩議見保全図歎場蓮摺笛由自
関誌景観判話並みを保全していく 区ι指定

特徴的な都市魅 -景観世茎江指定
力江浩!凶 地区側者数を活かした都市魅力を窟リ出するた位ゆ

B笛缶3白色宅導していく .  

-市主耳目睡盟忍到こ却する沿道サーピヌ』富生
可青銅旨瞳霊Lヨ の虫也馨隼を地区の潤全化球魅力づくりさ羽処奇づくりを誘導していく 江酒から緩和

※まちづくり論雌等let 地元でのまちづくりの気運口Eじて様々な活用を隠すする
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. 特別用途地区の活用イメージ

[まちづくりの目的の例〕
・現在の用遡也域では立地できない施設であるが、都市の活性化や魅力創造に寄与する描殻で、周辺市御脇被
へ影響を及ぼさないものを整備

. 地区の住民が求めるまちづくりに寄与するものを整備

工豊富糊
工業専用地I或

視察や研修などと共に、イベントや宿泊ι機能力京められる。 催L 4句、宿泊ができるホテル等の立地
を許容する特別用道湖区の憶す

住居専用i出或 リゾート環債を活かした宿泊滞在の機
能が求められる。

滞在型観光のネットワークを形成する
小規摸な宿泊8磁の虫也を許容する特
別用遡出茎江精討

※特別用途地区の指定出也区の意見を十分に聴取して検討していく。

- 都市計画マスターフランの適切な見直し

膨頁賀市都時十画マスタープラン

計画期間
2 0 1 6 年度 〈平成 2 8 年度)'"'-'
2 0 3 6年度 (平成4 7年⑨

見直L凄因を観康し、適切な噸Bに見直しを鰯包

16 

〔見直Lぷ凄因〕
O 都市計画制度の変更
0 関連計画の溜歩や改定
OネI会総剤お兄の変化
O市民ニーズの変化
0上百 十画の改定



- 地区の個性を活かした都市魅力の創造の考え方

① 便利で活気のあるまち
海軍航空発祥の地の歴史、明治憲法起草の地、
鹿取山の自然、賑わいのある商庖街、産業拠点
など多樺性をちつ便利な住環境の魅力創造
=キ [まちづくりの展開〕
商后街の維持、駅周辺の再開発、良好な住宅地
整備、産業と調和しだ土地利用誘導、なと

② 谷戸の魅力発信
長い階段、独特の街並み、閑静な環震など、 ヨコ
ス力らしい風景として魅力創造

1=今[まちづくりの展開〕i  谷戸の空き家斡旋( 空き家パンク)
|自治会等による空き家の管理の支援( 空き家マ
|ップ作成、見回り) 、など

③ 谷戸と海と歴史の魅力の発信
谷戸のもつ魅力を活かしだまちづくりと、特徴的
な海の震観を楽しみ、三浦按針の歴史に親しむ
交流の揚の魅力創造 !  
|司 〔まちづくりの展開 封 nll
谷戸の空き家斡旋( 空き家パンク〉、学生の参加 !I
によるコミュニティの活性化、景観づくり、など !  

④ 独特な要素をプラスに転換
軍港めぐり、ペースのあるまち、潜水艦や軍艦が
見える独特の風票の魅力創造
④ 港湾機能を活かした交流・産業拠点
中山市街地に近接しだ: 器奮での物流拠点と交流
拠点の魅力創造

1=宇【まちづくりの展開]
|景観づくり、眺望点の充実・アピール、など

⑤ 中山市街地の賑わいを演出
ドルの使えるまち、アメリカイメージの街並み、
街なかパフォーマンス、「郡山から最も近いアメ
リ力J、横須賀の食の魅力創造
=中 【まちづくりの展開〕
景観づくり、再開発、庖舗集積、広毘、都市居住、

デザインの蹟境整備、など



⑤1"万メーHIi.プロムナード!こよ窃電と街の魅力の連鑓
多様桜海の崇観の魅力創造
=今【まちづくりの展開
景観づくり、「海Jをコンセプトとしだ開発誘導主
なと

三乙浦一族の歴史を伝える
衣笠誠跡を核とした歴史的環震やしょう15'圏等
の自然環境が身近にあるまちの魅力創造

鰯づくり吋憩広場農地… || 弓【筋一関】
ゆとりある住宅地づくり、など

⑧海が見える市街地をアピール
海に囲まれた横須賀を代表する「海を窃fflこ感
じるまちJの魅力創造、
=今【まちづくりの展開】
景観づくり、良好な住宅地の維持、建替え、密集
地の環境改善、など

' ⑨近代日本の発祥の地
浦賀、気里浜から観音崎一帯を、近代B本の発祥
の地として魅力怠鑓|  弓叫噌【ほ防ま
景観づくり、交流拠点とネツトワ一クづくり、など|

⑩港湾機能を活かしだ交流・産業拠点強{ じ
混雑する東京湾! こ入らないで対応できる物流拠
点と産業拠点の魅力創造、ーまた、フェリーなどの
交流拠点としての魅力創造

1I 司【まちづくりの展開】 |  
11 港湾機能の強化、物流加工機能の集積、駅周辺|
| の再開発、交流拠点とネットワークづくり、など|

⑪海を間近に感じるリゾート環境と住まい
海、山を楽しむーゆコたりとレた時間消費型一白舌
の揚としての魅ガ創造
=今【まちづくりの展開】
良好な風致の保全、地域拠点や生活拠点の機能
強化、中l白市街地との便利なネットワーク、山と
海を廻る散策路やハイキング・サイクリングルー
ト、マリンスポーツ拠点の整備、など

⑫海と山のリゾート環境と住まい
相模潜に面する海の魅力とt 大楠山の麓に広が
る樹林地の魅力を満艇できる暮らしの揚の魅力↓
創造
=今【まちづくりの展開】
良好な風致の保全、地域拠点や生活拠点の強化、
山と海を廻る散策路やハイキング・サイクリング
ルート、マリンスポーツ拠点の整備、など

⑬国際交流拠点，
自然環境の保全と復元、緑陰滞在劃ぬ学術研究、
産・学・公の連携! こよる人材育成、技術交流三文
化変流の国際交流拠点としての魅力副造
| 弓【まち刈の展開】 l  
景観づくり、敵策路、文化交流施読の整備、など |  

| 弓防く峨関】
拠点施設の整備、交流施設の整備、など

⑮みどりに囲まれ疋快適な暮らしの揚
大橋山や武山! こ連なる豊かな自然と四季の変化
に出会える暮らしの掲の魅力創造
=今【まちづくりの展開】
良野な風鼓の保全、地減拠点や生活拠点の強化、
中山市街地との便利なネットワーク、みどりの中
の敏策路やハイキングルートの整備、など

⑮海と大地の豊かさを実感できるまち
荒崎の震観、長井漁港などの海の幸、ソレイユの
丘や周辺! こ広がる野菜畑など、日常生活の中で
海と対自の豊かさを実感できる魅力創造
=今【まちづくりの展開】
リゾート性や漁港を活かした魅力施設の充実・
地産地消の誘導、民泊の環境整備、海岸を活か
した景観づくり、など



市の海と山の豊かな自然環境や歴史文化を活か
して、ライフスタイルに応じた暮らしの場を選
択できる居住環境整備を、都市の魅力づくりと
して推進します。

④いろいろな交流をはぐくむまちをつくる
本市には、日々の暮らしの中で豊かな自然を感じ
下る環境や外国文化を感じる環境があり、それら
様々な体験が出来る環境を活かして、いろいろ
な楽しみ方が出来るまちづくりを進めます。

⑤地域カを活かした活力をはぐくむまちをつくる
様々な特徴をもった地区が各所にあり、それら
をネットワーク化することで全制9な都市魅力
となるため、歴史・自然・食などの魅力を重層
的に感じることのできる、都市の魅力づくりを
進めます。


